
A1： ①燃料の大量消費　必要以上に灯油や都市ガスなどの燃料を燃やすことで、多くのCO2を排出します。�
       温暖化は自然現象ではなく、人間の活動が引き起こしている問題なのです。�

Q2： 国内外の環境問題に取り組む団体を環境NGOといいます。NGOとは、なんの略称でしょう。�
　　 ①非営利組織　②非政府組織　③国際組織�

ＪＲ札幌駅と地下通路で直結する民間
ビルの完成予想図。1～4階に四つの
公共施設が入居。幅広い市民活動の
拠点施設となります�

さまざまな環境活動の�
拠点になる�
「環境プラザ（仮称）」が、�
平成15年の�
秋にオープンします。�
　現在、札幌駅北口 8・3地区（北
区北8西 3）市街地再開発事業で建
設中の民間ビルの中に設置される「環
境プラザ（仮称）」は、男女共同参
画センター（仮称）、消費者会館（仮
称）、市民活動サポートセンター（仮
称）も併設される複合公共施設です。�
　「環境プラザ」は 2階に入居し、
会議室や研修室、ミーティングスペ
ースを完備。子供たちや市民団体、
事業者を対象に、環境教育・学習事
業を行っていきます。また、環境保
全活動、交流への支援も実施。さま
ざまな環境にかかわる総合的な拠点
施設としての役割が期待されていま
す。�

地球温暖化防止への3ステップ�
参加�

温暖化問題は他人ごとではありません。
自分のことです。参加しましょう。�

連携�
みんなと一緒に考えましょう。�
知恵を出し合いましょう。�

実践�
それぞれが自主的に、�

率先して「できることから」実践しましょう。�

家庭から出る�

二酸化炭素の量を�

減らそう！�

札
幌
市
で
は
平
成
十
年
に「
札
幌
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
。市
民
一
人
当
た
り
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
平
成
二
十
九
年
に
は
平
成
二
年
よ
り
も
一
〇
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。温
暖
化
防
止
に
即
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
、私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直

し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

資源やエネルギーの�
ムダづかいをやめることが、�
地球温暖化防止に役立ちます。�

●
札
幌
市
内
か
ら
出
る�

二
酸
化
炭
素
の
約
三
割
が
家
庭
か
ら�

　
私
た
ち
の
何
げ
な
い
日
常
生
活
は
、
実
は

環
境
に
大
き
な
負
荷
を
か
け
て
い
ま
す
。
確

か
に
一
人
ひ
と
り
に
よ
る
負
荷
は
、
そ
れ
自
体
、

ほ
ん
の
小
さ
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
が
集
ま
る
こ
と

で
地
球
温
暖
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。�

　
札
幌
市
内
に
お
け
る
一
年
間
の
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
は
炭
素
換
算
で
三
百
三
十
九
万

　
に
達
し
ま
す
。（
グ
ラ
フ
1
）
そ
の
う
ち
約

三
三
％
が
、
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
の
も
の
で
す
。

日
本
全
体
で
見
る
と
家
庭
か
ら
出
る
二
酸
化

炭
素
は
約
一
九
％
。
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
札

幌
は
冬
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
多
い
こ
と
な

ど
も
あ
っ
て
、
家
庭
か
ら
の
排
出
量
の
多
さ

に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
2
）。�

�

●
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し�

二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
よ
う�

　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減
し
、
地
球

温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
み

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。�

　「
家
電
製
品
の
省
エ
ネ
を
考
え
る
」、「
水
の

出
し
っ
放
し
を
や
め
る
」、「
不
要
な
自
動
車

の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
る
」
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
し
た
節
約
行
動
だ
け
で
も
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
不
要
な
も
の
を
買
わ
な
い
、

な
る
べ
く
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
購
入
す
る
、

ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
、
な
ど
も
大
変
有

効
で
す
。�

　
生
活
の
中
で
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄

遣
い
を
な
く
す
よ
う
心
掛
け
、
再
利
用
・
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
地
球
温
暖

化
防
止
の
基
本
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で

き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。�

自動車の排気ガスも�
二酸化炭素の発生源の�
一つです�

余計なアイドリングは�
ダメだよ。�

リサイクルすれば、�
資源が無駄になりません�

子供用品や衣類などは
フリーマーケットに�
出してみては。�

太陽光発電は、�
二酸化炭素を出さない�
クリーンエネルギーです�

家を建てるなら、�
太陽光発電の屋根を�
つけては？�

家庭から出るごみの�
約6割（容積比）は、�
容器や包装で占められて
います�

買い物に出掛けるときは、
バッグやカゴを持ち、�
過剰包装に注意して！�

電気の多くは�
石油や石炭などを�
燃やして作られます�

節電は二酸化炭素の�
削減に効果があると�
同時に家計の節約にも�
なります。�

植物は�
二酸化炭素を�
吸収します�

会社や家の庭に�
木を植えよう。�

ごみの焼却には�
大量の二酸化炭素が�
発生します�

ごみは、きちんと�
分別しようね。�

■グラフ1  �
　札幌市内の二酸化炭素排出量推移�

平成・年度�

※単位について�
炭素換算値を約3.7倍すると、二酸化炭素換算値となります。�

（千t-c／年）�
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■グラフ2 全国・札幌市の二酸化炭素排出量構成比（平成9年度）�

全国（排出量33,568万トン）�

廃棄物…ごみ処理など�

32.9%

20.4% 17.6% 16.9% 33.9% 11.2%

23.0% 28.7% 8.7%
5.9%

札幌市（排出量339万トン）�

0.8%
民生…家庭� 民生…オフィス、学校�

　　　商店、病院など�
運輸…自動車、電車�
　　　バスなど�

その他�

産業…工場、発電所など�

地下鉄・電車・バスは、
エネルギー効率に�
優れた交通手段です�

公共交通機関を�
上手に利用しよう。�

水道水は、�
浄化や送水に多くの�
エネルギーを�
消費しています�

水の出しっ放しには�
注意しましょう。�


